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在宅介護支援センター梅島
オ

ー プ ン

い
つ
ま
で
も
、こ
の
〝ま
ち
〟で
暮
ら
し
た
い

た
と
え
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
住
み
な
れ
た
地

域
で
、
家
族
や
友
人
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
た
い
・・・そ
ん
な
願
い
に
S

え
る
た
め
、
介
護
を
中
心
と
し
た
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
が
6
月
か
ら
一
部
地
域
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
拠
点
と
し
て

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
梅
島
が
4
月
1
4日
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
回
、
モ
デ
ル
事
業

の
た
め
お
お
む
ね
梅
島
・
島
根
の
地
区
で
実
施
し
ま
す
が
、
区
で

は
今
後
、
対
象
地
域
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

必
要
な
時
間
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

従
来
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
3

時
間
を
単
位
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
(
潜
在
型
)
。新
し
い

巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
必

要
な
時
間
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、朝
は
起
床
介
助
と
着
替
え
を
、

夜
間
は
排
泄
介
助
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
、
1
日
数
回
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
回

の
派
遣
時
間
は
1
5分
程
度
。
早
朝
・
夜

間
も
ヘ
ル
パ
ー
派
滾
を
行
い
ま
す
(
お

お
む
ね
午
前
6
時
I
午
後
1
0時
)
。

見
学
は
お
気
軽
に

高
齢
者
住
宅
モ
デ
ル
ル
ー
ム

高
齢
者
の
た
め
に
手
す
り
を
付
け
た

り
、
段
差
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
住
宅
モ
デ
ル
ル
ー

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
に
や
さ
し
い
住
宅
の
改
造
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

東
区
で

は
、
高
齢
者
住
宅
改
造
費
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
福
祉
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
―
高
齢

者
住
宅
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
つ
い
て
・
:
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
梅
島

(
3
8
8
7
)
5
5
8
1

高
齢
者
住
宅
改
造
費
の
助
成
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
・・・
各
福
祉

事
務
所
(

表
1
)

区
内
に
4
ヵ
所
あ
り
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

た
び
開
所
し
た
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
梅

島
を
含
め
て
区
内
に
4
ヵ
所
(
表
2
)
。

家
庭
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
高
齢
者
な

ど
や
、
そ
の
家
族
の
方
に
在
宅
介
護
に

関
す
る
総
合
的
な
相
鮫
に
応
じ
る
施
設

で
す
。
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す
る

こ
と
は
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
や
介
霞
す
る
家
族
の
方
の
身
近

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表1　 福祉事務所一覧表

表2　 在宅介護支援センター所在地

※ 利 用時間は午前9 時～午後8 時、ただし、電話による相談は24 時間体制で応じ
ます。

※ 休業日 は毎週日曜日( 梅島は月曜日) 、祝日、 年末・年始で す。

在宅 介 護 支 援 セン タ ー梅 島 は、 シル バ ー ピ ア1 階 に 併設
さ れ てい ま す。 左 写真 は 高 齢 者 住宅 の モデ ル ルー ム

施 設 の 内 容
に つ い て の
お問い合わせは

高齢者施設運営係
3882―1111㈹

春
の
施
設
見
学
会

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
な
ど
区
の

施
設
を
バ
ス
で
巡
り
ま
せ
ん
か

□
グ
ル
ー
プ

日
時
1
5
月
1
8・
1
9日
、6
月
1
3・
1
7

・
2
3日
、
午
前
9
時
3
0分
1
午
後
4
時
(

予
定
)

見
学
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

生
物
園
な
ど
の
区
内
各
施
設
(
代
表
者

の
方
に
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
選
ん
で
い

た
だ
き
嫐
歹
)

対
象
よ
'一
歳
以
上
の

区
民
で
構
成
す
る
2
0人
以
上
3
0人
以
下

の
団
体

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
グ
ル

I
プ
名
、
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
日
(

第
二
希

望
ま
で
)
、「
グ
ル

I
プ
施
設
見
学
会
希
望
」
と
明
記
T

グ
ル
ー
プ
ー
通
に
限
り
ま
す
)

期
限
I
5

月
1
日
必
着

□
個

人

日
時
=
5

月
1
3・
1
7・
2
7日
、6
月
1
4

・
1
5・
E一
・
2
2日
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
―
生
物
菌

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
な
ど
区
内
各
施
設

対
象
=
1
8歳
以
上
の
区
民

※
5
月
1
3

日
は
観
子
対
象
で
す
。必
ず
小
学
1
年

生
以
上
の
子
ど
も
と
、保
護
者
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
定
員
=
各
日
3
0
人

(
抽
選
)
申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
参
加

者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、希
望
日
、
「施
設
見
学
会
希
望
」

と
明
紀
※
(
ガ
キ
ー
通
2
人
ま
で
。

重
複
は
無
効
期
限
1
5
月
1
日
必
着
　
　
　

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
1
無
料
(
昼
食
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
)

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎

・
広
報
課

〒
1
2
0千住
1
1
4
-
1
8

　
(
1
8
8
2
T
1
1
1

㈹

「わたしの戦後50年」
あだち広報EXP8 月1 日号掲載

今
年
は
第
二
次
世
界
大
峨
終
結

か
ら
5
0年
。
戦
争
の
意
味
を
問
い

体
験
を
語
ひ
継
い
で
い
く
こ
と
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」8
月
1
日
号
で
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
戦
後
5
0年
を
特
筆
r
る

予
定
で
す
。
戦
時
中
に

区
内
で
経
験
し
た
こ

と
、日
常
生
活
の
こ
と

な
ど
を
、
お
寄
せ
ぐ
だ

さ
い
。
ま
た
、
当
時
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
と
ら
え

た
写
真
も
同
時
に
募
集

し
ま
す
。

□
わ
た
し
の
戦
後
5
0年

手
記足

立
区
に
関
す
る
こ

と
。
戦
時
中
に
足
立
区

内
で
見
聞
き
し
た
ひ
体

験
し
た
り
し
た
こ
と
な

ど
。

応
募
形
式
1
千

甼
以
内
(
形
式
は
問
い

ま
せ
ん
)

□
写

真

足
立
区
内
で
撮
影
し
た
も
の

で
、
当
時
の
出
来
事
や
生
活
の
様

子
が
わ
か
る
写
真
を
ご
S
募
く
だ

さ
い
。

応
募
形
式
=
紙
焼
き
で

大
き
さ
は
間
い
ま
せ
ん
。
必
ず
写

真
の
裏
側
に
6
募
者
の
氏
名
を
配

入
し
、
撮
影
場
所
、
写
真
の
内
容

の
簡
単
な
脱
明
を
S
き
添
え
て
く

だ
さ
い―

―
い
ず
れ
も
―
―

応
募
作
品
数
I
L
人

各
1
点

申
込
―
住

所
(
わ
か
れ
ば
当
時

の
住
所
も
記
入
)
、氏

名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
必
ず
明
記
し
郵

送
ま
た
は
直
接
窓
口

期
限
=
5
月
2
2日
必

着

※
ご
応
募
い
た

だ
い
た
手
記
、
写
真

の
著
作
権
は
区
に
帰

属
し
ま
す
。
ま
た
、

郷
土
博
物
館
の
参
考

資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
写
真
に
つ
い
て
は
複

写
し
、
現
物
は
返
却
し
ま
す
。

申
・
問
先
9
千
住
本
庁
舎
・
広
報

課

〒
圀
千
住
―
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

手
記
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

葦
立
ち

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

芽
吹
き
の
季
節
。
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
中
、
木
々
の
若
葉
に
、

街
も
や
っ
と
生
気
を
と
り
戻
し
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
区
内

の
会
員
は
約
2
千
枷
人
。
唱

約
4

千
件
ほ
ど
の
仕
事・
m
-

し
て

い
ま
す
。
仕
事
は
、
幼
稚
園
の
送

迎
や
等

一
、
遭
陬

昏

扈

筆
S
き
や
植
木
の
剪
愬
な
ど
技
術

を
要
す
る
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
。

商
品
の
出
荷
や
社
員
食
堂
の
管
理

な
ど
、
企
業
か
ら
の
発
注
も
あ
り

ま
す
。
た
ん
な
る
仲
介
と
違
っ
て

何
か
不
都
合
が
あ
っ
た
時
、
セ
ン

タ
ー
が
責
任
を
も
つ
の
で
、
仕
事

を
す
る
人
、
発
注
す
る
人
双
方
と

も
安
心
と
の
こ
と
。
仕
事
が
て
い

ね
い
で
誠
実
な
の
で
、
ど
こ
で
も

好
評
の
よ
う
で
す
。
あ
る
会
員
は

お
金
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
仕
事

を
し
て
い
た
方
が
、
健
康
に
も
良

い
し
、
何
よ
り
も
、
社
会
に
役
立

っ
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
不
況
の
あ
お

ひ
か
、
仕
事
の
発
注
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
会
員
は
6
0歳
以
上

と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
元
気
。
身

体
の
機
能
は
多
少
衰
え
て
も
、
高

齡
者
の
知
恵
や
経
験
や
技
術
は
地

域
社
会
の
財
産
で
も
あ
り
穿
歹
。

老
い
も
若
き
も
が
共
に
支
え
合

う
社
会
、
そ
う
い
う
高
齢
社
会
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

区
長
古
性
直

◎ 毎月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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鋸
南
自
然
教
室
　引
率
補
助
員
募
集

区
立
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
2
泊
3

日
の
日
程
で

、
千
葉
県
鋸
爾
町
に
あ

る
「
鋸
南
自
然
の
家
」
で
行
う
自
然
教

室
の
引
率
者
を
募
集
し
掌
f
y。
な
お
、

何
回
で
も
引
串
で
き
ま
す
。

期
間
=
9

月
6
日
～
平
威
8
年
3
月
1
日
で
、

都
合
の
よ
い
日

助
務
時
間
―
各
小
学

校
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
冫
泊
3

日

対
象
=
教
員
免
許
を
持
つ
年
齢
4
0

綫
く
ら
い
ま
で
の
方

内
容
I
鋸
南
自

然
教
室
の
引
率
補
助

謝
礼
=
1
回
の

引
率
で
1
万
1
千
円
(
税
込
み
)

申
込
=

直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

期
限
I
5

月
1
5日

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

校
外
学
園
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

重
度
障
害
者
ハ
イ
キ
ン
グ
行
事

介

助

補

助

者

募

集

日
時
1
5

月
1
2
・
1
9日
T

日
で
も
可
)

場
所
=

り
一
日
・・・
科
学
技
術
館
/
1
9
日
…

川
ロ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
1
1
8

～
4
0
歳
く
ら
い
の
健
康
な
男
女

内
容

=
重
度
陣
春
者
の
介
助
補
助

定
s
=

若
干
名

東
屋
食
お
よ
び
障
害
保
険
付

き

申
・
間
先
a
東
部
阻
轡
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

東
京
2
3区
職
員
募
集

東
京
2
3区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
攵
茗

人
材
を
求
め
ま
す
。
東
京
2
3区
に
勤
務

す
る
職
員
の
採
用
試
験
は
。
特
別
区
人

亊
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
試

験
の
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
高
得
点
順
に
記
載
さ
れ
、
希
望
区

や
通
勤
事
情
等
に
よ
ひ
各
区
に
提
示
さ

れ
ま
す
。
各
区
は
、提
示
を
受
け
た
後
、

面
接
等
を
行
い
採
用
予
定
者
を
決
定
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
S
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
採
用
は
原
則
と
し

て
平
成
8
年
4
月
以
降
と
な
ひ
ま
す
。

廠
種
・
受
験
資
格
―
上
表
の
と
お
り

(日
程
は
予
定
)

案
内
配
布
場
所
・

問
先
I
東
京
2
3区
役
所
ま
た
は
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
縢

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
～
9

国
民
健
康
保
険
の

徴
収
嘱
託
員
募
集

資
格
I
区
内
在
住
の
3
0歳
か
ら
6
3歳
ま

で
の
方

内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
保
険
料
の
集
金

珊
用
期
間
=
8
月
1

日
～
平
威
8
年
7
月
3
1日

募
集
人
a
=

若
干
名

助
務
条
件
=
月
に
1
8日

勦
筋

給
与
=
基
本
給
(
日
額
4
千
沺

円
)
十
能
率
給

平
均
1
6万
5
千
円
(
平

成
6
年
度
実
績
)

申
S
3
-
自
筆
履
歴
s

と
作
文
「
衣
族
の
健
康
と
健
康
保
険

の
役
割
」(
8
0
0
字
程
度
)
を
窓
口
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。一
類
審
査
(
一
次
)
の
あ

と
面
接
(一
籖
)
を
行
い
搴
す

期
限
1
5

月
2
5日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
滞
納
整
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

平成7 年 度23区職員 採用試験日程等( 予 定)

※ く わしく は各 試験公告 をご覧く ださい。 代行業者の「公営住宅申し
込み」ハガ キにご注意!

春
は
引
つ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
入
学
、
就
職
、
転
勦
と
部
屋

探
し
を
す
る
人
が
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
人
た
ち
を
ね
ら
つ

た「
公
営
住
宅
申
込
代
行
」

の
苦
情
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
「
ポ
ス
ト
に

入
っ
て
い
た
ハ
ガ
キ
を
公

団
住
宅
の
申
し
込
み
と
思

い
、
出
し
た
と
こ
ろ
。登

録
が
済
ん
だ
の
で
3
万
8

千
円
支
払
え
'
と
請
求
さ

れ
た
」
な
ど
。
こ
の
ハ
ガ

キ
は
、「
公
営
住
宅
の
申
し

込
み
」用
で
は
な
く
、公
営

住
宅
の
申
し
込
み
手
続
き

を
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う「
公

営

住
宅
申
込
代
行
」用
の
も
の
?
f

。

ハ
ガ
キ
に
は
「
代
行
業
者
で

あ
る
」

「
料
金
が
か
か
る
」
と
い
う
y
」と

が
S
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

ぷ
つ
で
す
。

も
し
、ハ
ガ
キ
を
出
し
て
し
ま

い
、代
金
を
請
求
さ
れ
た
時
は
、必

ず
S
面
で
「
勘
進
い
で
あ
り
、

契
約
の
章
志
が
な
か
っ
た
こ

と
」を
通
知
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

代
行
業
者
か
ら
支
払
い
の
督

促
が
あ
っ
て
も
応
じ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
申
込
用
紙
は
、

瞋
円
く
ら
い
で
購
入
で
き
、

代
行
業
者
に
依
頼
し
て
も
、

自
分
で
申
し
込
ん
で
も
当
選

す
る
可
能
性
は
同
じ
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
勘
進
い
で
、

高
い
支
払
い
を
さ
せ
ら
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

宿 泊 施 設 インフォメ ーショ ン

7・8月分の
利 用 案 内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
又
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の

各
施
設
で
販
充
す
る
申
込
ハ
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
1
5
月
1
日
～
m
一日
必

着
(
抽
選
結
果
を
5
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、6月
8
日

ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

● 各施設利用案内　7 ・8 月利用分

※鹿沼野外レクリエーションセンターの7 月・8 月分の申し込みハガキの受け付けは既に終了しました。
※那須・森の家、湯河原あだち荘、伊豆高原あだち荘の7 月21日～31日までの利用は1 グループ3 郡屋以内に限ります。
※公社施設ですでに購入済みの宿泊施股抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「山中湖林間学園」「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、
使用することができます。施設名欄に記入し、申し込んでください。
※ 1グループ2 人以上

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間= ①～○ は 午前9 時～午後8 時、@ は午舶9 時～午後5 時、ee
は午前10時～午後6 時( 毎 週月 皿日 休館)

空
き
室
の
利
用

□
7
・
8
月
分

抽
選
後
の
空
き
靈
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
l

座
日
(
今
回
は
6
月
9

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」で
予
約

で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
段
で

も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
4
・
5
・
6
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
奮
l

簒
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
李
歹
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
T
)

海
と
山
に

新
し
く
施
設
が

オ

ー

プ

ン

一
'一
総
の
酊
と
山
に
囲
ま
れ
た
町
に

「
垢

泉

の
家
」″
塁

し
黍
9

齷

を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴
や
ナ
イ
タ
ー
設

備
の
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た

「
山
中
湖
林
間
学
園
」
も
増
改
築
さ
れ
、

日
光
、
塩
原
に
続
き
、
新
た
に
宿
泊
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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新
し
い
仲
間
を
募
集

□
生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
白
樺
の
会
」

月
1
回
集
ま
っ
て
、
簡
単
な
リ
ハ
ビ

リ
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
懇
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
=
管
内
在
住
の

。
脳
卒

中
後
進
屁
や
難
問
な
ど
で
身
体
の
不
自

由
な
方
、
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
に
関
心
の

あ
る
方
S

用
=

無
料

申
込
=
一

話

□
遊
び
の
会

親
子
で
「
あ
そ
び
」や
話
し
合
い
を
通

し
て
子
育
て
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

対
象
―
管
内
在
住
の
親
子
(

ゆ
つ
ゆ
う

・・・
濟
1

歳
6

ヵ
月
～
2

歳
6

ヵ
月

、
じ

ゃ
ん
け
ん
ぼ
ん
・・・
擒
2

歳
6

ヵ
月
～
就

菌
前
)

定
a
=
各
5
0組

日
時
=
毎

月
―
回
、
午
前
1
0時
3
0分
～
1
1時
3
0分

申
込
=
4
月
2
6日
か
ら
電
話

□
健
康
教
室
「
わ
く
ら
ば
」

成
人
病
予
防
や
健
康
の
た
め
、
ご
な

た
で
も
参
加
で
き
る
運
励
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
一
人
で
は
長
続
き
し
な
い
運
励

を
、
み
ん
な
で
楽
し
く
行
え
ま
す
。
一

緒
に
い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
=
管
内
在
住
の
方

日
時
=
毎
月
2

回
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
1
東
和
保
健
相
談
所

3
6
0
6
)
4
1
7
1

健康カレンダー 5 月 の予定

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
の

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ

4
月
2
7日
ま
で
実
施
し
て
い
る
ポ
リ

オ
予
防
接
種
で
、
期
間
中
体
関
が
悪
い

等
の
理
由
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を

対
象
に
、
追
加
し
て
実
施
し
零
歹
。

日
程
・
場
所
L
上
表
の
と
お
り

時
間

―
午
後
1
時
茹
分
～
2
時
4
5分

対
象
=

平
成
6
年
1
0月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ

た
7
歳
6
ヵ
月
未
満
の
方

※
あ
ら
か

じ
め
予
診
票
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
、

体
温
計
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
本
庁
舍
・
保
健
予
防
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

ポリ オ( 小児マヒ) 接種会 場

4
月
か
ら
予
防
接
種
の

予
診
票
が
変
わ
り
ま
し
た

3
月
中
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
た
予
診

票
(
三
種
混
合
、
麻
し
ん
)
は
4
月
か
ら

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
(
新
し
い
予
診

票
は
3
枚
複
写
で
す
)
。予
防
接
種
を
受

け
に
行
く
前
に
保
健
所
・
保
健
相
談
所

で
お
取
ひ
替
え
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

休
日
診
療
所
の
お
知
ら
せ

5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
休
日
診

柬
を
行
っ
て
い
嫐
歹
。
な
お
、
日
曜
・

祝
日
も
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場

・
問
先
等
L
上
表
の
と
お
り

□
救
急
病
院
の
案
内

東
京
消
防
庁
災
害
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

　
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

□
夜
間
・
休
日
診
療
機
関
等
の
案
内

東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
(
健

康
案
内
ひ
奔
つ
り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

休日診療所一覧

5
月
の
献
血

日
時
等
=
下
表
の
と
お
り

問
先
=
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舍
・
保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

5 月 の献血日程

※いずれも午前10時～11時30分、
午後12時30分～3時40分

健康あ・ら・かると

食
事
も
ひ
と
役
　健
康
増
進

「
ま
ず
は
、
食
べ
物

に
気
を
つ
け
る
こ
と
で

す
ね
」6
0代
の
男
性
A

さ
ん
は
、健
康
診
断
の

あ
と
、
医
師
か
ら
食
事

の
注
意
を
う
け
、
保
健

所
の
栄
養
相
談
室
に
き

ま
し
た
。
血
糖
値
が
高

く
、
中
性
脂
肪
も
高
め

で
、
成
人
病
の
注
意
信

号
で
し
た
。
年
を
と
る

と
ふ
え
る
病
気
の
ひ
と
つ
に
糖
尿
病
が

あ
n
ま

す

。
糖
尿
病
の
予
防
に
は

、
食

事
と
運
励
の
バ
ラ
ン
ス
が
ポ
イ
ン
ト
で

す

。A
さ
ん
は
、退
職
後
、ス
ポ
ー
ツ
や
通

勤
で
体
を
動
か
す
こ
と
も
な
く
な
り
、

晩
酌
も
気
が
付
く
と
以
前
よ
り
ず
っ
と

多
め
に
…
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
成
人
病

へ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

栄
養
士
と
相
談
し
て
、
食
事
の
時
間

や
、
量
の
配
分
、
食
品
の
組
み
合
わ
せ

な
ど
、
工
夫
し
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
A
さ
ん
に
合
つ
た
食
事
量
を
計

算
し
、
夕
食
時
間
は
遅
く
な
ら
な
い
よ

う
工
夫
し
、
実
行
で
き
る
こ
と
か
ら
目

標
を
た
て
ま
し
た
。

市
販
品
や
外
食
に
も
、
栄
養
価
や
塩

分
量
が
表
示
さ
れ
る
時
代
で
す
。
野
粟

の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
す
る
と
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
は
良
く
な
り
ま
す
。
素
材
を

そ
の
ま
ま
生
か
す
焼
魚
や
、
肉
を
蒸
す

な
ど
の
料
理
法
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
す

し
、
牛
乳
・
果
物
な
ど
は
、
簡
単
に
補

え
る
ビ
タ
ミ
ン
源
。
香
辛
料
や
香
味
野

菜
、
だ
し
汁
を
う
ま
く
使
う
と
減
塩
し

や
す
く
な
ひ
毒
歹
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
低
カ
ロ
リ
ー
の
食

事
の
方
法
も
学
ん

で
、
食
生
活
に
気

を
使
い
だ
し
た
A

さ
ん
。
次
は
運
動
メ
ニ
ュ
ー
に
も
取
り

組
も
う
と
、
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
食
生

活
相
談
日
を
設
け
、
食
事
と
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
食
べ
方
。
ち
ょ
っ
と

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

《

保
健
所
・
管
理
栄
養
士
》

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
蕈
の
会
バ
ザ
ー
5

月
2
1日
(
日
)
/

ス
ー
パ
ー
車
屋
(
西
新
井
四
丁
目
)
/
日

用
碓
貨
の
提
裝
を
お
願
い
し
ま
す
/
董

の
会
作
業
所
・
櫓
崎

(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

☆
第
U

回
蕈
法
の
つ
ど
い
5

月
4
日
(

祝
)
、
午
後
1

時
～
4

時
(

開
場
1
2
時
3
0

分
)
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/

浅
井
基

艾
氏
(
明
治
学
院
大
教
授
)
の
記
念
講
演
、(

手
話
通
訳
つ
き
)
、
映
画

「
お
か
あ
ち

ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
ほ
か
/

大
人
千
円

、

中
・
高
生
瞋
円
/

当
日
出

演
予
定
の

「
足
立
ぞ
う
れ
っ
し
や
合
唱
団
」
の
団

員
募
集
も
し
て
い
ま
す
/

憲
法
の
つ
ど

い
実
行
委
員
会
(

北
千
住
法
津
事
務
所

内
)

　
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

=
募

集
=

☆
中
高
年
向
き
健
康
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス

毎
週
木
曙
日
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分
/
千
寿
桜
小
学
校
体
育
館
/

入
会
金
2
千
円
、
―
回
瞋
円
/
中
村

　
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

☆
柬
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー「
俳
句
会
」

毎
月
第
1
火
囲
日
、
午
後
L
時
～
4
時
/

東
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー
/
月
額
4
0
0円/

初
心
者
歓
迎
/
町
田

(
3
8
9
7
)
6
3
8
3

◎ 夕 焼 け放 送は、5 月 から8 月 まで、午 後6 時 になり ます 《青少年課》
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( 仮 称) 古隅田川親水水路
第1 期 完 成

出会いの川、古 隅田川

かつては利樹||の支流の一つで、●

かな水量を誇っていた古隅田川。近代
に入ってからは排水路として利用され

てきました。下水遭の薹備が進みその

使命を終えた今、古隅田川は、水と緑

いっぱいの親水水路として生まれ変わ

ろうとしています。

歩
き
な
が
ら

歴
史
を
学
ぶ

古
代
か
ら

、
古
隅
田
川
は

武
蔵
国
と

下
総
画
(
ほ
ぼ
現
在
の
東
京
蔘
1

齒

県
北
部
に
あ
た
る
)
と
の
I

糒
a
な
る

ほ
ど
の
大
河
だ
っ
た
の
で
、川
に
ま
つ

わ
る
さ
ま
ざ
富
な
歴
史
、伝
説
が
あ
り

嫐
y
。親
水
水
路
沿
い
に
は
、案
内
の

ほ
か
に

「
歴
史
サ
イ
ン
」
と

「
由
来
サ

イ
ン
」
劵
吸

置
。
歩
參
な
が
ら
疸

史
を

学
べ
る
工
夫
を
し
て
い
李
歹
。

川
に
ま
つ
わ
`
譱
説
や
歴
史
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

る
歴
史
サ
イ
ン
(
写
真
上
)
々

由
来
サ
イ
ン
(
茸
虞
右
)

足
立

、葛

飾
、両

区

民

の

〝
出
会

い

の

川
〟
と
し

て

古
隅
田
川
は

、
足
立
区
と
葛
飾
区
の

区
奠
を
扈
れ
る
川
で
す

。
こ
の
観
水
水

躔
の

整
偉
は

、
足
立
区
と
再
卿
区

が
区

贇

苫

に
分

担
し
共
岡
?
仔

う
て
い
ま

す

。
こ
の

輯
水
水
路
は

、
岡
区
の
区
民

が
出
H
I

、
畢
ら
い

、
ふ
れ
あ
吝
Q

、

斬
た
な
交
流
の
塀
夊

茗

こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す

。

全
線
完
成
は

平
成
1
0年
の
予
定
で
す

(
仮
称
)
古
隅
田
川

驥
水
水
路
は
、全
練
売

臈
す
れ
ぱ
全
長
約
6
・

5
㎞
も
の
規
榠
に
な
り

奪
y
。今
回
完
昿
し
た

箇
所
は
罵
L
癇
分
で
。引
き
鵈
き
工
事

は
里
`
1
0
年
ま
で
行
い
ま
す
。工
事
中

は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す

が

、
ご
理
解
と
ご
爾
力
を
冷
軍
い
い
た

し
ま
す

。

古
隅
田
川
整
備
計
画

仁
関
す

る

、匸

お
問

い
合
わ
せ
は
土

○

几

匸
一
中
央
本
町
庁
舎・
土
木
部
計
一
調
整
一
(

卜

登
(
3
、8
L
O
)
5

『
2
F
I

保
木
間
堀
親
水
水
路
(
第I

期
)

伊
員
寺
町
麥
ゆ
っ
た
り
と
レ
t
カ
ー

プ
で
進
な
』
の
暹
は
、
落
ち
I
い
た
雰

覇
気
`
″
山
衡
I
の
、
は
ん
の
木
柵
交

差
牋
か
ら
入
り
、
氷
川
神
社
、
伊
興
遣

廊
公
圃
聊
萱
皿
っ
て

禰
助
圈
号
一

へ
抜

け
家
す
。
こ
の
観
水
水
路
の
皃
媽
で
、

寺
町
の
散
策
も
一
一

快
適
に
な
り
ま
し

た
。
「
位
」

柬
尹
昇
一
!

一
丁
且

ニユーフェイスです。よろしく

ニューフェイスです。よろしく

神領堀親水緑道
( 第1 期)

「あっ! カエルがな丶るよ」子供
たちの歓声力・ きます。カエル、
ザリガニ、カニの篌型がまるで生
きているかのよう。楽しさいっぱ
いのUU らぎです。

【位置合人五～六丁目1

第23回―( 1) ―

足

立

区

政

に

関

す

る

世
論
調
査

よ
り
良
い
区
政
を
目
指
し
、
区
で
は
、
区
民
曇
対
象
と
し
た
世
論
調

重
を
昭
和
4
7
年
か
ら
行
ラ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
麌
し
て
い
る
「
穹
隹
性
」

「
区
政
関
心
・
`
」
「
施
策
へ
の
讐
薑
」
な
ど
に
加
え
、
今
回
は
区
内
の
『
み

ど
り
』「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
」『
エ
イ
ズ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
寰
し
ま

し
た
。一

査
か
ら
傳

ら
れ
た
繕
果
は
、
ぼ
政
を
塲
め
て
行
く
上
で
の
一

蕎
的
な
資
科
と
し
て
生
か
し
て
い
孝
彖
す
。

区
内
の
み
ど
り
に
つ
い
て

緑
化
に
は
〝
街
路
の
緑

化
〟
と

〝
公
園

の
緑

化
〟
が
必
要

区
内
の
紲
か
墻
や
す
'
‘
め
に
必
要
だ

と
思
う
対
策
と
し
て
は
『
街
路
の
緑
化

を
草
め
る
』
が
4
6
・
2
%
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
公
圃
の
線
化
を
瓏
`
」
3
7
・

0
外
、「
河
川
沿
い
の
康
化
を
塲
め
る
」

2
2
・
1
%
、
「
縁
遭
の
俯
厦
奮
r
Q
」
1
7

・
9
%
、
ヲ
ロ
ッ
ク
聨
な
ど
冴
岳
け
垣

に
す
る
」
1
3
・
9
餒
な
ど
の
亭
ζ
な
っ

て
い
本
y
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

2
人
に
1
人
が

〝
映
画
専
門
チ

ャ
ン
ネ
ル
〟
を
希
望

区
内
に
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
イ
示

開
局
さ

れ
た
塀
合
、
携
聴
し
た
い
も
の
と
し
て

は
、『
映
鉗
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

』
を
め
げ

る
人
が
5
1
・
5
%
で
最
も
多
ぺ
゛
い

で
コ
ー
ユ
ー
ス
卑
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
S
・

9
%
、
『
ス
ポ
ー
ツ
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
』

3
8・
2
%

、「
趣
味
・
歌
舞
番
組
専
門
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
3
2
・
2
%

、「
音
桑
専
門
チ

ャ
ン
ネ
ル
」
駝
・
0
%

、「
区
内
情
報
チ

ャ
ン
ネ
ル
J
2
3
・
3
%

な
ど
の
I

と
な

っ
て
い
本
"
。

調査方法匸無作為抽出により: =

' ` 区内在住の29鐡以ヒ剪畿末

二満の男女2, ( Xl 人をプ囗ツフ

ア・クi l に遭ぴ, 専P9攬査員がで

几 個溷面隻で躙査

朧査畤期I平成6年9月21日　　　　　～
10月5 日

回 収 率7Z, 5% づ コ

エ

イ

ズ

に

つ

い

て

保
健
所
で
エ
イ
ズ
検
査
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た―
―
―

――
6割

霪

雰

エ
イ
ズ
の
l
l
r

、

か
つ
無
科
で
亊
吁
る
こ
A
J
&
で
舞
る
こ

と
を
『
知
っ
て
い
た
』
と
い
う
人
は
6
1

・―
%
で
し
た
(
茵
1
)
。

図1　エイズ検査の周知度

図2　 区政に対する関心度

区
政
に
対
す
る
関
心
度

区
政
へ
関
心
を
持
つ
人
は
5
8
%

区
歌
に
対
し
「
非
常
に
関
心
が
蔘
き

冫
呑
え
た
人
は
1
5
・
2
%
、
こ
れ
に
「
や

や
関
心
が
蔘
き
と
名
え
た
人
4
2
・
8

%
を
合
わ
せ
た
″
'
`
心
I
乱
諾
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。
。関
心
一

″
の

聊
合
に

つ
い
て
。
性
別
で
は
簷
は
み
&
れ
ま
せ

ん
が
、
男
女
と
も
年
代
が
高
く
な
る
ほ

ど
多
く
な
る
螟
向
か
み
ら
れ
嫐
y
。
こ

れ
に
対
し
、
男
女
と
も
匐
代
の
低
さ
が

目
立
ち
零
y
。

定

住

性

定
住
意
向
は
ほ
ぼ
4
人
の
う
ち
3
人

区
内
に
『
引
責
麁
睿
住
む
つ
も
り
で

あ
る
』
と

答
え
な
人
は
6
5
・
7
鯑
、「
亊

驂
さ
え
畔
せ
ぱ
住
み
た
い
」
と
籌
え
た

人
は
&
・
7
%
で
、
ほ
ぼ
丈
の
气
石

又

ま
で
が
足
住
レ
た
い
と
答
え
て
い

ま
す

施

策

ヘ
の

要

望

依
然
と
し
て
強
い

「
高
齢
者
福
祉
」へ
の
要
望

区
で
最
も
力
を
入
れ
て
や
っ
て
ほ
し

い
も
の
を
2
3
施
策
の
中
か
ら
X
つ
以
内

で
珊
ん
で
も
ら
つ
`
冫
ご
ろ
、
「
高
齢
者

襴
祉
J
へ
の
薺
黛
が
む
・
8
%
で
最
も

多
く
、
簒
位
以
下
を
大
粤
く
引
責
雌
し

て
い
ま
す
。
次
い
で
「
ゴ
ミ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
」
1
7
・
O
%
、
「
住
喝
対
S
J

1
5・
2
%

、「
交
通
網
の
螫
偉
」
1
4・
3
%

、「
保
飃
医
療
の
充
央
」
1
3・
2
%

な

ど
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
S
早
厦

か
ら
籌
策
要
望
の
集

F
位
と
な
っ
て
い
る

「
高
齢
者
福
祉
」
は

今
回
も
冫
位
以
下
に

大
差
を
つ
け
て
第
1

位
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
要
望
の
比
零
は

過
去
最
高
奮
ポ
し
、

こ
の
穂
策
へ
の
要
望

の
弧
さ
が
う
か
が
え

李
T
第
?
i
a

ま
で
の
も
の
に
つ
い

て

呵

平
成
4
竿
麦

か
ら

牢
に
よ
っ
て
願

位
に
違
い
は

あ
り
ま

す
が
、
岡
じ

籌
策
が

あ
げ
ら

れ
て
い

ま

す
。第

2
3
回
-
印
―
足

立
区
政
に
閲
す
る
世

崎
飼
査
の
晏
呂
乙
は
、
情
報
公
閲
諜
　

(
千
住
窯
庁
舎
、
中
央
掌
町
庁
舎
)
で

無
科
記
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
く
わ

し
い
集
計
結
果
が
わ
か
る
「
報
告
!

は
冊
報
公
聞
騨
お
よ
ぴ
区
内
の
各
茵
一

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
豕
y
。
問
先
1

千

生
本
庁
舍
・
広
聴
相
談
佩

酋
(―
)
1
1
F

㈹

要望上位5 位の推移 ( 単 位: %)

● 平 成4 年 纜

ビデオ広報
ルック

i nあだち
No60

傘
賀
未
青
春

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
ター

映
熾
で
区
政
や
ま
ち
の
話
題
を
紹

介
し
て
い
る
『
ル
ッ
ク

。
"あ
だ
ち
』
。

そ
の
最
新
号
が
で
き
巾
C

た
。

今
回
は
、
全
一
で
も
そ
の
会
員
歓

錨
?
&
と
い
う
規
模
を
跨
る
、
足

立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

勦
刄
`
介
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所
―
情
報
公

開
擽
(
千
住
本
庁
舍

・
中
央
本
町
庁

き
'
b
b

館

問
先
1

千
住
本
庁

舎
・
広
報
課
映
像
担
当

(
3
1
2
T
I
I
I

㈹

お
さ
ら
い
教
靈
で
の
様
子

が ん ばっ た ね

おめでと う!

平 成6 年 度第2 回 足 立 区
教 育 委 員会 児 童 ・ 生 徒 褒 賞

区
で
は
、
文
化
活
助
や
体
育
活
動

な

ど
で

大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た

り

、
特
に
た
な

λ
ら
れ
る
魯
行
を
行

っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
、

褒
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
区
長

襃
賁
を
受
賞
し
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

□
団
体
賞

第
4
4
回
全
国
小
・
中
今
校
・
P
T
A
新

聞
コ
ン
クー
ル
▽
中
学
校
学
校
新

閠
の
部
・
文
部
大
臣
奨
励
賞
…
花
畑

北
中
学
校
新
聞
委
員
会

▽
中
学
校

学
級
新
聞
の
部
・
優
秀
賞
…
花
畑
北

中
学
校
1
年
1

組

平
成
6
年
度
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
東
日
本
優
男
演
奏
発
喪
会

▽
小

学
校
管
桑
台
奏
郎
門
・
優
秀
:一
千
寿

桜
小
学
校
吹
毒
楽
部

痢
1
回
全
日
本
一
輪
s
駅
伝
大
会

▽
小
学
生
の
部
・
優
勝
…
足
立
区
一

輪
車
連
盟
c

□
個
人
の
部

斗
さ
わ
や
か
全
日
本
一
輪
皐
餓
技
大

会
障
害
物
コ
ー
ス
▽
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
ー
優
勝
…
秋
元
美
鈴
(
貫
一

中
)

ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
群
罵
大
会
▽
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ア
キ
ュ
ラ
シ

ー
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
食
L
&
・
・
由
中

友
子
(
I
(
中
)
▽
走
高
駄
・
ソ
フ

ト
ポ
ー
ル
投
・
第
7
a
…
小
野
硬
子
　

(
I
(
中
)

『原
子
力
の
日
』記
念
第
1
9
回
中
学
生

作
文
募
集
▽
科
学
技
術
庁
長
官
賁

・
優
秀
…
渡
辺
真
知
(
男
九
中
)

A
教
育
委
員
会
v

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

篳
l
圄
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
は

、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
I

」鷽
ア

ー
マ
に
行
い
ま

し
た
。
(平
廓
7
年
1

月
奥
施
、送
付
数
5
0
人
、
回
収
串
闡
%
)

。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
励
に
つ
い

て

ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

押
つ

か
」
に
つ
い
て
は
、『
人
の
た
め
に
す

る
活
動
』が
一
番
多
く
6
2
气
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
勦
に
関
心
が
あ
る
か
」

は
、
i
心
が
あ
る
(
「
非
常
に
関
心
が

あ
る
」十
「
あ
る

租

度
関

心

が
あ

る
」
)』が
、
8
6
%で
し
た
。

こ
の
一
年
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

勦
を
レ
た
か
に
つ
い
て
は
、
i
在
し

て
い
る
」
と
「
壜
云
に
し
た
こ
と
が

あ
る
」
を
合
わ
せ
て
5
0
%
で
し
た
。

y
y心
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
か
(
し
て
い
ま
し
た
か
)
に
つ

い
て
は
。「
青
少
年
健
全
育
虞
に
関
す

る
活
動
」
が
最
も
多
く
約
4
3
外
で
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
良

か
っ
た
と
尽

冫

』と
に
つ
い
て
は
。

「
友
人
峇
尋

る
'
X
A
Jが
で
き
た
」
と

「
多
く
の
人
た
貉
と
の
交
隋
が
で
き

た
」
か
そ
れ
ぞ
れ
8
^

ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
蓿
動
に
つ
い
て
区
に
望

む
こ

と
は
、『
情
卵
管
も
っ
と
畏
供
し

て
歓
し
い
』
が
最
も
多
く
6
0
%
で
し

た
。

問
先
一
千
住
本
庁
合
・
広
聴

相
談
担
当

(
3
1
T
I
I
L

㈹

ボ ラン テ ィ ア 葱 鮪に つ い て 、 扈 に ど の ぷ う な こ と 奄

饑 み 参 す か( 2 つ ま でg 答)



1995 年( 平成7 年) 4 月25 日あ だ ち 広 報第1085号 ( 6)

くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
陣
害
(

視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機

能
、
音
声
、
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体

不
自
由
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
寥
'
ほ

、
直
腸
、小
腸
機
能
)

の
程

度
に
よ
り
、
1
～
6

級
の
等
級
が
あ
り

ま
す
。手

帳
の
交
付
に
必
要
な
診
断
一
(

各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)
の
費
用

の
う
ち
一
郡
(

内
郡
障
害
は
3

千
円
、

そ
の
他
の
障
害
は
2

千
円
が
限
度
)
を

区
が
補
助
し
ま
す
。な
お
、
手
帳
取
蹲
後

は
、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど
の

給
付
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
―
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

□
愛
の
手
帳

知
的
障
害
者
(
児
)
の
方
が
、
各
種
の

援
霞
を
曼
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。
陣
唇
の
程
度
に
よ
り
1～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。
申
・
問
先―
▽
1
8

歳
以
上
の
方…
郡
・
心
身
陣
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
…
都
・
足
立
児
童
相

談
所
　
3
8
5
4
T
1
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、次
の
方
は
、

福
祉
事
務
所
へ
必
ず
息
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
/
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し
た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き

問

先
a
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　福祉事務所一覧

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、ひ
こ
り
で

悁
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
I
カ
所
の
保
斉
圜
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
破
に
応
じ

て
い
ま
す
。安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
ぷ
つ
に
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。相
談
方
法
は
電
話
お

よ
び
面
接
で
歹
。実
施
保
育
園
・
相

談
日
I
▽
興
野
保
育
一
(
西
釿
井
本
町

4
-
1
9
-
2
3
)
…
毎
週
月
・
木
暄
日

(
3
8
9
0
)
3
2
8

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
2
9
-
6
)
…

毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
青
菌
(
新
田
2
-
1
一
一
一
)
…

毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
―
い

ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

間
先
1

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
皿
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
2
月
～
4

月
分
を
、5
月
1
0日
ご
ろ
、届
け
出
さ

れ
た
口
座
に
振
ひ
込
み
ま
す
。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方

休
養
ホ
ー
ム
の
ご
利
用
を

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

場
所
l
熱
酊
、
犬
吠
埼
、
軽
井

沢
な
ど
1
1カ
所

対
象
=
母
子
ま
た
は

父
子
家
庭
の
方

宿
泊
料
―
無
料

た

だ
し
、
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿

泊
料
金
の
差
額
等
は
自
己
負
担
(
年
度

内
2
泊
ま
で
)

申
込
―
各
旆
股
へ
直

接
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
と
ひ
観
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ

い
)
。予
約
後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
童
助
成
係
の
窓
口
で
、
利
用
劵
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
(
母
子
年
金
・
児
童

扶
黄
手
当
証
S
、
児
童
嗇
吮
手
当
支
払

通
知
S
な
ど
、
ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を
持

参
)

申
・
問
先
―
各
福
祉
事
務
所
(
賚
1
)

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

佩

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対一
―
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
家
庭

内
容
=
親
ま
た
は
中
学
生

以
下
の
子
供
が
鍔
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、
家
事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
昃
病
・
入
院
等

は
対
象
外
)
/
F
度
の
申
請
で
5
回
以

内
、
年
間
2
0回
ま
で
/
午
前
7
時
1
午

後
7
時
の
間
で
連
続
8
時
間
ま
た
は
4

時
間
を
I
回

申
込
l
診
察
券
な
ど
、

疾
病
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を

持
参
し
、
介
護
劵
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
申
込
に
よ
り
代
理
の
方
の
来
所

可
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

生
活

環

境

縦
覧
し
て
い
ま
す

用
途
地
域
・
地
区
等
の
東
京
都
素
案

東
京
都
と
区
は
。
用
途
地
域
・
地
区

等
の
見
直
し
作
楽
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。こ
の
た
び
、都
は
用
途
地
域
・
地
区

と
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
誨
瞎一区

槭
の
都
市
計
圃
の
素
案
を
策
定
し
ま
し

た
。次
の
場
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
場

所
―
都
・
土
地
利
用
計
画
課
分
室
(
都
庁

第
二
本
庁
舎
1
9階
)
、千
住
本
庁
舎
・
都

市
計
画
係

期
限
1
5
月
1
9日

間
先
=

千
住
本
庁
舍
・
都
市
計
画
佩

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販
売

店
舗
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物
等
)

は
欠
陥
が
あ
る
と
、
火
災
や
地
震
等
が

発
生
し
た
場
合
、
崟
忌
災
害
に
つ
な

が
り
ま
す
。建
築
基
準
法
で
は
、そ
の
よ

う
な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
建
築
勧
の
敷
地
、
構
造
お
よ
び
設

傭
の
状
況
に
つ
い
て

。
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
が
丁

二
級
建
築
士
ま
た
は
建

設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
期

的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、
そ
の
結
果
を

報
告
す
る
ぷ
つ
に
定
め
て
い
ま
す
(
特

殊
建
築
物
等
定
期
関
査
報
告
制
度
)
。な

お
、
平
成
7
年
度
の
対
象
建
築
物
は
表
2

の
と
お
り
で
す
。

提
出
先
人
財
)

東
京
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
8港区

高
輪
2
-
1
5
-
1
9高
輪
明
光
ピ
ル
5
階

3
4
4
8
)
0
8
8
8

㈹

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
建
築
指
導
課
関
査
係

表2　 定期報告の対象になる特殊建築物等
平成7 年度定 期報告の対象になる特殊 建築物等

※ F ≧3とは、3 階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計が100「Tすを超えるものをいう。
A はその用途に供する郡分の面積の合肝をいう。
※新築または改築( 一郡改築を除く) に係る特殊建築物等の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期は除く。

用
途
地
域
・
地
区
等
の
東
京
都
素
案

の
公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

東
京
都
で
は
、用
途
地
域
・
地
区
と
市

街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の

都
市
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聴
音
す
る
た
め
に
公
聴
会

を
閧
催
し
ま
す
。
公
聴
会
で
意
見
を
述

べ
よ
う
と
す
る
方
は
、
公
述
申
出
s
を

次
の
と
お
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
0
5
月
1
日
～
1
9日

公
述
申
出

書
の
配
付
場
所
・
提
出
先
・
間
先
―
都

・
都
市
計
画
課
(
都
庁
第
二
本
庁
舍
2
1

階
)
、ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
図

係

※
く
わ
し
く
は
、「
広
報
東
京
都
5

月
1
日
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
聴
会
を
傍
聴
な
さ
ひ
た
い
方
は
、

開
催
日
に
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。先
着
順
に
入
場
で
き
ま
す
。
日
時
1
6

月
1
3日
(
火
)
、
午
前
1
0時

場
所

―
墨
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
(
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
)
墨
田
区
吾
妻
檎
1
-
2
3
1
2
0

※
駐
車
場
の
設
備
が
少
な
い
た

め
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
ぐ
だ

さ
い
。

放
置
自
転
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
籾
S
以

内
を
条
例
に
基
づ
き
自
転
車
放
置
禁
止

区
域
に
指
定
。
放
置
自
転
車
の
撤
去
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
搬
去
自
転
車
の

中
に
は
盗
難
車
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

名
前
を
S
い
て
い
な
い
た
め
、
た
く
さ

ん
の
自
転
車
が
持
ち
主
に
戻
っ
て
い
ま

せ
ん
。
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
夸
す
る

と
と
も
に
、
必
ず
住
所
と
名
前
を
S
き

二
重
に
鍵
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

最
近
自
転
車
の
か
ご
の
中
を
徂
う
ひ
っ

た
く
り
も
増
え
て
い
ま
す
。
か
ご
に
カ

バ
ー
を
つ
け
る
な
ど
被
害
に
合
わ
な
い

ぷ
つ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先

―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

掲
示
板

□
憲
法
週
間
「
講
演
と
映
圃
の
集
い
」

日
時
1
5
月
1
0日
(
水
)
、
午
後
L
時
～
4

時

場
所
I
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

内

容
―
同
和
問
題
啓
発
映
画
「
花
咲
く
日
」
/

講
演
「
自
然
り
心
、
子
ど
も
の
心
」

(灰
谷
健
次
郎
氏
)
S

用
―
無
料

問
先
―
都
・
問
和
対
策
部

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
平
成
7

年
国
勢
調
査
の
ポ
ス
タ
ー
募

集

内
容
I

応
募
作
品
は

、
国
勢
調
査

の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め

、
調

査
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
の
を
促
進
す
る

内
容
で

、
未
発
表
の
も
の
/

用
紙
は
日

本
工
業
規
格
A
2

判
(

天
地
5
9
4皿
×
左

右
a

皿
)
ま
た
は
B
2

判
(

天
地
7
2
8皿

×
左
右
5
1
5皿
)
/

画
材
・
色
彩
は
自
由
/

写
真
の
使
用
は
認
め
な
い
/

図
案
に

は
「
国
勢
調
査
・
平
成
7

年
・
一
…一
月
1

日
・
総
務
庁
統
計
局
」
の
文
字
を
必
ず

入
れ
る
/
作
品
の
裏
面
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
(
学

生
の
場
合
は
、
学
校
名
、
学
年
、
所
在

地
、
電
話
番
号
)
を
明
記

期
限
―
平

威
7
年
5
月
1
5日
(
消
印
有
効
)

パ

ン
フ
レ

。
卜
請
求
先
a
区
民
諜
統
計
係

　
(
3
6
0
5
)
6
3
9
1

申
・
問
先
=
総
務
庁
統
計
局
統
計
調
査

部
国
勢
統
計
課

〒
1
6
2新宿
区
若
松
町
1
9
-
1 (

5
2
7
3
T
1
5
4

□
第
二
東
京
弁
護
士
会

こ
ど
も
の
日

記
念

子
ど
も
の
悩
み
ご
と
特
別
相

談

。い
じ
め
1
1
0尹

日
時
=
5
月
1
3

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所
=

第
二
東
京
弁
霞
士
会
館
(
千
代
田
区

霞
が
関
1
-
1
1
4
)

対
象
―
学
校

で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
、
子
ど
も
と
保

霞
者

内
容
―
電
話
・
面
接
相
談

問

先
―
第
二
東
京
弁
護
士
会

3
5
8
1
)
1
8
8
5
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年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0
鎭
ま
で

の
方
は
、必
ず
・
i一
民
年
金
・
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
n
ま
せ
ん

。

加
入

↓

卮

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方

、

会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪

失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
自
営

業
に
な
っ
た
方
は

、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い

喪
失
=

国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
な
ど
に
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時

は

、
国
民
年
金
を
や
め
る
手
纃
き
が
必

要
で
す

第
3

号
被
保
険
者
=
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養

家
族
と
な
っ
た
方
は
、
第
3
号
被
保
険

者
の
手
続
き
が
必
要
で
す

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に

、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す

。

日
時
=
5

月
1
0
日
(
水
)
、午
前
m
一
時
～

午
後
3

時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
健
康
保
養
施
段
は
、
国
民

年
金
の
加
入
者
、受
給
者

、お
よ
び
そ
の

家
族
の
方
々
の
保
養
や
健
康
づ
く
り
な

ど
福
祉
増
進
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
一一・

民
年
金
福
祉
施
設
で
す

。温
泉
地
、観
光

地
な
ど
、
全
国
5
4
ヵ
所
に
健
康
保
養
セ

ン
タ
ー
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
タ
イ
プ
の
も

の
な
ど
が
あ
ひ
ま
す
(
表
3
)
。

対
象

―
国
民
年
金
の
加
入
者
、受
給
者
(
低
価

格
)
一
般
の
方

申
込
=
直
接
施
設
へ

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表3　 国民年金健康保養施設

※ 国民年金健康保養施設ガイド「ゆとりすと」は、国民年金課、区
民事務所の窓口にあります。

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
積
立
金

還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
「
年
金
積

立
金
一

万
融
資
」
を
受
け
て
建
設
さ
れ

た
主
な
施
設
は
表
4
の
と
お
り
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表4　 年金積立金還元融資の主な施設

国

保

届
き
ま
し
た
か
　新
し
い
保
険
証

一
般
証
…
水
色
/
退
職
者
証
…
濃

い
は
だ
色
(
サ

ー
モ
ン
ピ
ン
ク
)

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を
、3
月
2
4日
に
郵
送

し
ま
し
た
。ま
だ
届
か
な
い
方
は
、お
問

い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
保
険
証
の
内
容
(

住
所
、
氏
名
な
ど
)
に
誤
ひ
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
保
課
紊
ほ
区
民
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
自
分
で
訂
正

・
S
き
込
み
な
ど
す
る
と
保
険
証
は
無

効
に
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
の
切
れ
た

保
険
証
は
、
国
保
課
ま
た
は
区
民
事
務

所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

3
8
8
0
)
5
1
3
1

6
5歳
以
上
で
税
申
告
の
必
要
が
な
い
方

「
保
険
料
に
関
す
る
申
告
書
」

の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
世
帯

主
(
禾
加
入
の
世
帯
主
も
含
む
)
で
、
所

得
税
・
住
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

つ
ぎ
の
方
は
、「
国
民
健
康
保
険
料
に
関

す
る
申
告
一
(
簡
易
申
告
S
)
」娶
鳧
出

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
軽
核
や
高
額

療
養
費
支
給
、
入
院
時
食
事
代
の
減
額

な
ど
の
判
定
資
料
に
な
り
ま
す
。

対

象
1
6
5歳
以
上
で
税
申
告
の
必
要
が
な

い
方
(
平
成
6
年
中
の
収
入
・
所
得
が
無

い
方
、少
な
い
方
、生
活
扶
助
を
受
け
て

い
た
方
、
年
金
収
入
の
み
で
住
民
税
非

課
税
範
囲
内
の
方
な
ど
)
、た
だ
し
、確

定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
を
し
た

方
は
提
出
は
不
要
で
す
。
対
象
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
は
申
告
書
を
送
付
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
必
要
な
場
合
は

国
保
課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(

郵
送
可
)
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
資
格
賦
課
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

新
規
事
業

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
課
で
は
、
国
保
加
入
者
の
方
が

東
京
近
県
の
国
保
で
指
定
し
た
旅
館
な

ど
を
利
用
す
る
際
に
、
利
用
料
金
の
一

部
を
助
成
(
大
人
3
千
円
、
子
供
千
硼

円
)
し
ま
す
。
対
象
=
区
内
国
保
加
入

者

申
込
l
施
設
(
表
5
)
へ
直
接
予

約
し
(
足
立
区
国
保
扱
い
と
告
げ
て
ぐ

だ
さ
い
)
、L
違
間
以
内
に
国
保
課
の

窓
口
に
て
利
用
承
認
S
の
発
行
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
霞
ど
く
わ
し
く
は
「
国
保
だ
よ

り
9
5年
4
月
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
保
課
庶

筋
佩
　
3
8
8
0
)
5
1
2
2

表5　 国保指定保養施設( 参考)

※ 料金は、契約料金から助成金( 大人3, 000 円 ・子供1, 500
円) を引いた1 泊2 食付きの金 額で す。

※ 区民 事務所、文化・スポーツ公 社で は申し 込みでき ません。

ご 津歯く ださい。

お
知
ら
せ

(仮
称
)
北
千
住
公
園
管
理
棟
の
利
用

申
し
込
み
に
は
登
録
が
必
要
で
す

千
住
緑
町
2
1
1
1
1

に
建
設
中
の

(仮
称
)
北
千
住
公
園
管
理
棟
が
7
月
1

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
管
理
棟
内

に
は
、
弓
道
場
・
相
撲
場
(
ホ
ー
ル
と

し
て
の
利
用
も
可
能
)
・
会
議
室
が
あ

り
、
有
料
で
貸
し
出
し
を
行
い
零
f
y。

な
お
、
利
用
申
し
込
み
に
あ
た
り
、
登

録
が
必
要
と
な
n
&
ヂ

。

登
録
受
付
1
5

月
1
日
か
ら

塲
・
申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
体
育
管
理
係

ボタンの見ごろは 例年、4
月下旬～5 月上旬です

ク
リ
ア
な
映
像
と
多
様
な

情
報
を
届
け
る
都
市
型

C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

)の
早
期
導
入
を

「
足
立
区
都
市
型
C
A
T
V

魍

話
会
」(座
長
‥羽
鳥
光
俊
東
京
大

学
教
授
)
は
、都
市
型
C
A
T
V

を

①
地
域
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
位

置
付
け
る
と
と
も
に
②
テ
レ
ビ
電

波
受
信
障
害
の
抜
本
的
解
消
手
段

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
早
期

に
導
入
す
る
よ
う
提
言
し
ま
し

た
。一

方
、昨
年
度
行
っ
た
「
複
合
電

波
受
信
障
害
調
査
」(原
因
者
が
特

定
で
き
な
い
テ
レ
ビ
電
波
受
信
障

書
)
の
結
果
、受
信
障
客
を
受
け
て

い
る
世
帯
が
か
な
り
多
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
区

で
は
、
民
間
主
導
に
よ
る
C
A
T
V

事
業
会
社
設
立
へ
の
出
資
や
、

複
合
電
波
受
信
障
害
解
消
の
事
業

化
等
に
よ
り
、
都
市
型
C
A
T
V

の
早
期
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
電
波
障
害
の
対

策
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
、
足
立
区
原
因
者
負
担
制
度
の

創
設
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

章
ま
す
。

□
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

会
社
を
6
月
ま
で
に
設
立
し
、

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
等
の
工
事
を
8
年

度
か
ら
5
期
5
年
で
行
う
予
定
で

す
。
視
聴
可
能
な
時
期
や
番
組
編

成
な
ど
は
、
設
立
さ
れ
た
会
社
が

中
心
に
な
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
地
域
情
報
化
推
進
担
当

日暮里・舎人線に関する

都市計画案・環境影響

評価書案の縦覧および
説明会について

東
京
都
で
は

、
日
暮
里
・
舎
人
線
に

関
す
る
都
市
計
画
案

、
環
境
影
響
評
価
S

案
を
、5

月
一
に
日
(

月
)

に
公
告
・

公
示
し

。
次
の
と
お
り
縦
覧
と
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
な
お

、
両
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
S

を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

□
両
案
に
関
す
る
説
明
会

日
時
等
=
5
月
1
6
日
(
火
)
…
扇
小
学

校
、5
月
1
7
日
(
水
)
…
高
野
小
学
校
、

5
月
1
8
日
(
木
T

鹿
浜
第
一
小
学
校
、5

月
1
9
日
(
金
了

舎
人
小
学
校

い
ず
れ
も
午
後
6

時
3
0
分
～
8

時
3
0分

□
都
市
計
画
案
の
縦
覧

期
間
1
5

月
1
5
日
～
2
9
日

、
午
前
9

時

3
0分
～
午
後
4
時
3
0分
(
た
だ
し
閉
庁

日
は
除
く
)

場
所
1
千
住
本
庁
舎
・

交
通
計
画
課
、
都
・
都
市
計
回
局
相
談

儔
報
課

意
見
一
の
提
出
期
間
=
5
月
1
5

日
s
3
日

憲
見
s
の
提
出
・
問
先
=

都
・
都
市
計
画
課

(
5
3
8
8
)
3
2
5
4

□
環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧

期
間
=
5
月
1
6日
～
6
月
1
4日
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
t
時
3
0分
(
た
だ
し

閉
庁
日
は
除
く
)

場
所
=
千
住
本
庁

舎
・
環
境
課
、
都
・
環
境
影
一
評
価
審

査
室
、多
摩
環
境
保
全
事
務
所

な
お
、

区
立
中
央
図
書
館
、江
北
区
民
事
務
所
、

西
新
井
区
民
事
務
所
、
舎
人
区
民
事
務

所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
書
の

提
出
期
間
=
5
月
1
6日
～
6
月
2
9日

意
見
書
の
提
出
・
問
先
―
都
・
環
境
影

眷
評
価
審
査
室

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

千
住
本
庁
舎
・
交
通
計
画
課
ま
た
は
、

都
・
交
通
企
圃
課

(
5
3
8
8
)
3
2
8
6

都
・
建
般
局
計
圓
課

(
5
3
2
0
)
5
3
2
6

東
京
都
地
下
鉄
建
設
㈱

(
3
8
1
6
)
5
7
0
7

□ 日曜柔道整復施術　実施場所は足 立区柔道接骨師会加入の接骨院でご覧ください　　3880 ―6958
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楽
し
い
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ

期
間
I
7

月
2
1日
～
8

月
3
1
a
/
1

泊
2

日
・・・
午
後
L

時
～
翌
日
の
午
前
1
1時
/

日
帰
り
・・・
午
前
1
1
時
1

午
後
9

時

対
象
=
区
内
少
年
団
体
(
利
用
者
1
5人

に
つ
き

、
教
育
委
員
会
指
定
講
座
修
了

者
L
人
が
必
要
)

内
容
=

夏
休
み
期

間
中
、
元
渕
江
公
園
内
に
キ
ャ
ン
プ
場

を
開
設

。
キ
ャ
ン
プ
用
品
も
貸
し
出
し

ま
す

費
用
=

無
科

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
団
体
名

、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、一
話
番
号
、「
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
希

望
」
ま
た
は
「
キ
ャ
ン
プ
用
品
外
部
貸

し
出
し
希
望
」
と
明
記
(
1
団
体
L
通
)

期
限
=
5
月
2
2
R必
I

抽
選
=
5
月
2
3
a

、
午
後
6
時
、
千
住
本
庁
舎
6
階

会
議
室
で
受
付
順
位
を
公
開
抽
選
(
後

且
m
選
結
果
と
申
込
受
付
日
を
通
知
)

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
少
年
育
成

佩

〒
1
2
0千住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

軽
い
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
活
勦
を
通
し
て
、
健
蹶
づ
く
ひ
や

友
だ
ち
づ
く
ひ
を
お
乖
伝
い
し
ま
す
。

日
時
=
5
月
1
翌
年
1
月
の
毎
週
木
暄

日
、
午
後
1
時
3
0分
I
3
時
3
0分
(
月

―
回
の
会
食
a
は
、
午
前
m一
時
1
午
後
1

時
)

対
象
L
各
種
の
歓
意
や
講
座

な
ど
に
番
加
し
て
い
な
い
方
で
、
気
力

・
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
6
5纔
以
上
の

方

定
員
=
2
0
-
<
費
用
=
月
額
S
円
(

お
や
つ
・
会
食
代
)

申
込
=
直
接
窓

口
ま
た
は
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
老
人
館

　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

東部・西部障害福祉

総合センター

技能者講習会受講者募集

趣
味
創
作
活
励
夲
暹
し
て
日
常
生
活

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
み
た
い

方
。
ぜ
ひ
夢
加
し
て
み
ま
餮
洵
か
。

日
時
等
L
衰
1
の
と
お
り

対
一
=

区

内
在
住
の
障
害
者
の
方

申
込
―
電
話

期
限
I
5
月
怕一日

※
移
動
困
難
な
方

は
、
拠
点
聞
の
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き

ま
す

申
・
問
先
=
▽
東
部
地
域
i

遭
1
号
練
の
東
側
と
千
住
地
区
)
の
方

…
東
邸
障
害
福
祉
縁
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
西
部
地
区
(
田
遭
4
号
線
西
側
と
小

台
・
新
田
・
宮
城
地
区
)
の
方
・
:西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1　 東部・西部障害福祉総合センター技能講習会

情 報 コ ー ナ ー
世帯と人口( 7 年4 月1 日現在)
世 帯　280, 036
人 口　638, 379 人

男　324, 024 人
女　314, 355 人

第15回合唱祭出演団体募集
歌うことカt大好きな仲間のふれ

あいの場です。区内で活&j る合
唱グループの皆さん、ぜひ● 加し
てみませんか。 日時- 7 月16日(
日) 、午後1 時開演 場所= ギ ャ
ラクシティ・西新井文化ホール
費用一小・中学校… 無料/ 高校・

一般 … l 人につき500円 曲目一
自由、曲間を含め10分以内 期限- 5

月15日 申・間先一介暘嬋屡
事務局・芳尾
03884 ―5507ust na)
千住本庁舎・文化振興係
3882 ―1111㈹

東 京 足 立少 年 少女 合 唱団

第27期生　団員 募集
対最- ジュニ アクラス…小学2 ～4

年生男女/ シニアクラス… 小学5
・6 年生男女、中学1 年生女子
面接- 5 月14日、午前l a玲、ギャ
ラクシティ3 黽研擂室 指導者一
薬師神武夫氏 費用( 月額) - ジュ
ニ アクラ ス… 1, 5001円/ シニア ク
ラス … 3, 000円/ その他制服 代
申込一申 込用紙に記入のうえ、面
接日に保 護者同伴でおいでくださ
い( 用紙は、文化振 興佩・区内小

中学校・公社各センタ ーにあり ま
す) 間先一事務局・- 即丿神
3852―3232i t t am;

千住本庁舎・文化振興佩
3882―1111㈹

郷土芸能鑑賞会
日 時- 5 月5 日( 金) 、午後1 時 。2

時 開 演( 2 回公 演) 内 容 一 葛
西 ぱやし{ ! 二野 廡 ずyら の 皆さ んに よ

る 祭り ぱ やし 等 の演 奏 費 用 一無

料 申 込 一当 日直 接 必協 へ 場 ・

間 先= 篇 土 博物 館 　3620 ―9393

老人会館/ 手芸教室
日時- 5 月～7 月( 月2 回、第2
・4 土鼈日) 、午後1 時 ～2 時30分
対象=60 歳以 卜の区内在住の方
内容= ちぎり絵、ハープの人形、
パッチワ ーク 定員- 30 人( 抽選)
費用一無 科( ただし、材料費一部
負担) 申込一直接窓口または電
晒 期取- 4 月30日 場・申 ・間
先一老人会館 　3859 ―9732

5 月5 日しょうぶ湯/ 子供と高齢者に銭湯無料開放

し ょうぷ湯につかって、のんび
り、ゆったりし ません力丶 日時- 5

月5 日 場所一区内の各銭湯
対象一子供( 12 廐以下) と高齢者

( 65歳以上) 申込一当 日、番台で
年齢t 告げてください。 証明書な
どg 、ノ1ヽ蜃です 問先一千 止友17 恚=
・健康管理課03882- 1111 ㈹

銭湯無料開放日の予定

じどうかんで
遊 ぼ う よ

第2 土曜日は児1111で遊ぼう。
親子で遊びに来てください。
内容等一麦2 のとおり

表2　5 月13日(土)の予定5月1 日～14日は
子ども読書週間

区内の図書館では、人形劇・お
話僉・パネ ルシアター・お楽し み
会など、楽しい催し を行います。
くわし くは各図● 館にお問い合わ
せください。図 書 館 一 覧 表

※花畑図書館は、改築のための休館中( 平成8 年開館予定)

水 上
バ スの

旅

あだちリバーウォッチング

日時- 5 月25 日( 木) 、午前9 時30
分～午後1 時30分 堤所Tt l 二曙
町船着場 ～岩渕水門 ～千住新橋～

只亰港～千 住(攻 上バス利用) 対
象一観光t l 会会員および区内 在住
の方 定員- 100 人 程度( 抽選)
費用= 　観光戳会会員… 2, 0001円

　会員外… 2, 5001円( いずれも昼食
付き、当 日現地で麦払い) 申 込
一往復 ハガキ に希輿 者全員 の 住
所、氏 名、年齢、電話番号、会員

・会員外の別、「リ バーウォッチン

グ希望」と明配( ハガキ1 枚で3
人まで申し 込み可。返信ハガキの
詼にも住所、氏 名を必ず記入して
ください) ※ ミミ 申し込みは無
効 期限- 5 月2 日消印有効 申
・問先一観光戳会リバーウォッチ
ング相肖( 中央本町 庁舎・産業振興
課内) 〒120中央本町1- 17- 1B3880

―5191

< 暮らしっくスクール>

足立区消費者通信大学

受 講 者 を 募 集
豊かな飩費生活を集くために必

要な知● を学ぶ 通信 覯の● 座 で
す。 内容一法律、- 飃 矚、経
済、人文 定● - 70 人( 先● ) 費
用 輿蒻l 巾込- 電話 ※ 4S- ス
ク ーリン グ( 1 科目1 回) はT ル・
ソフィアで行います 申・- 艷一

消費者センター*13880 ―5385

墨 絵 教 室
区nt l t 住の陣害をもっている方

を対象に里t 教室を開催し ます。
日時- 5 月16日～9 月19日の毎月
第1 ・3 ・5 火厦日( 全10回) 、午
後12BS30分 ～2 時30分 定員- 20
人 費用一無料( ただし、材料費
実費負担) 申込一直接窓口また
は電 話 期限- 5 月5 日 嶌移勳
困難な方は、拠点間の送迎バスが
利用できます 場・申・問先一東
部。害福祉総合センター
5682- 5370

◎「あ だち広 報」は 再生紙を使 用し てい ます K. T. C. 　240, 000


